
■米国：ロムニー共和党大統領候補、エネルギー計画を発表 

共和党次期大統領候補のミット・ロムニー氏は 2012年 8月 22日、エネルギー資源開発を

進め2020年までにカナダとメキシコを含む北米のエネルギー自給を達成するとするエネル

ギー計画を発表した。計画では連邦所有の国有地における天然資源の規制や採掘権限を州

に与え、バージニアやノースカロライナ、サウスカロライナ州などの沖合の資源採掘につ

いて生産目標を定め進捗を議会へ報告させるなど天然資源の開発・生産を拡大させるとし

た。さらにオバマ政権が認可していないカナダ・米国間のキーストン・パイプラインの建

設も許可するとしている。なお、原子力については、ユッカマウンテンにおける放射性廃

棄物処理の扱いには触れていないが、新型原子炉の認証および建設許可を 2 年以内に行う

とした。同氏は国内に存在する資源を最大限活用することにより、エネルギーの安定供給

を確保するだけでなく、300万人の雇用創出、国内総生産（GDP）5,000億ドル押し上げな

ど経済活性化に繋げるとしている。これに対しオバマ大統領陣営は、「ロムニー氏は石油産

業への補助を擁護している。再生可能エネルギーの拡大なくしてエネルギー自給の達成は

あり得ない」と同氏のエネルギー政策を批判するコメントを出している。 

 


